
白河市白河市
議会だより議会だより

３
月
定
例
会�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
～
４
ｐ

総
括
質
疑
・
討
論�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
ｐ

請
願
・
陳
情
・
議
会
案�

…
…
…
…
…
…
…
…
６
ｐ

人
事
案
件
・
採
決�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
ｐ

各
常
任
委
員
会
の
審
査�

…
…
…
８
～
10
ｐ

議
員
定
数
等
特
別
委
員
会
設
置�

…
…
…
10
ｐ

市
議
会
議
員
研
修
会
／

行
政
視
察
リ
ポ
ー
ト�

…
…
…
…
…
…
…
…
11
ｐ

一
般
質
問�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
～
15
ｐ

６
月
定
例
会
予
定
／

「
安
珍
・
清
姫
供
養
祭
」
／
編
集
後
記�

…
…
16
ｐ

議
員
視
点
の
注
目
事
業

令
和
８
年
度

当
初
予
算

発行者

白河市議会

2026.5.1
3月定例会～vol.83



2026　（Ｒ8）5.1　Vol.83 ２

定率タクシー事業

表郷こども園イメージ図

　３月定例会が、２月25日から３月16日までの20日間の会
期で開かれました。開会日には鈴木和夫市長より施政方針が
述べられ、一般質問では11名、総括質疑では１名の議員が
市の考えを質しました。市長提出議案は59件、令和７年度
補正予算、条例の一部改正、令和８年度一般、特別、企業会
計各予算、人事案件などを審議しました。議員提出議案は
３件で、いずれも原案のとおり可決・承認及び同意されまし
た。
　今号では新年度の概要と主な事業（２～４頁）、総括質疑
（５頁）、賛否が分かれた令和８年度一般会計予算に関する
討論（５頁）、請願・陳情・議会案（６頁）を主にお知らせし
ます。

新年度当初予算総額
535億9千万円

予算規模の推移
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一般会計

とは

Point
特別会計

とは

Point
企業会計

とは

福祉や教育、消防、公共施設の整備、市役所
の運営など住民にとって身近なものに使われ
る会計。

特定の目的や収入がある事業を一般会計と切
り離して行われる会計。本市は小田川、大屋、
樋ヶ沢の各財産区や国民健康保険、介護保険、
地方卸売市場特別会計などがある。

水道事業や下水道事業にように独立採算によ
る特定の事業を経理する会計。

346億 8千万円346億 8千万円
（令和７年度比較13億8千万円（4.1％）の増）

新年度一般会計予算

◆市長提出議案
　　　……………59件

◆請願・陳情
　　　……………２件

◆議員提出議案……………３件

全ての議案の審査結果は
市議会ホームページをご
覧ください。

議案ピックアップ

内訳〔 一般会計　３４６億８千万円
特別会計　約１２５億１千万円
企業会計　約６４億円 〕

３３月月定例会定例会３３月月定例会定例会３月定例会
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合併後からの３つの指標
市の財政を見る3つのポイント

議員の視点から見る、本市の財政力

　一般会計の予算額は346億８千万円となり、対前年比で13億８千万円、率にして4.1％の増、特別会計及び企
業会計を含めた全会計の予算規模は、535億９千万円となり、前年度比較で13億４千万円、率にして2.6％の増
となりました。
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一般会計当初予算と人口の推移
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予算のうち、どのくらいを自前の税収で賄えているかを表
します。この指数が高いほど財政力が高いことを示してい
ます。

人件費等毎年かかる固定費の割合。数値が低いほど政策的
に使えるお金が多いことになります。

一般会計が負担する借金返済費用の割合。数値が高いほど
他の事業にあてる財源を圧迫することになります。

令 年和 ８ 度 予 算 の 概 要
『少子化対策』『未来への投資』『居場所づくり』
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小峰城の価値をさらに高めるため、二之丸と
本丸を結ぶ重要な
門であり、城内最
大規模を誇った清
水門の復元整備を
実施する。

清水門復元整備事業 継
続

１億９,０２４万７千円

市内各地の地域性や需要を調査した実証実験
を踏まえ、交通弱者の身体的・経済的な移動負
担を減らすことを
目的として、市内
全域で一定の要件
を満たす方のタク
シー料金の１/２を
補助する。

定率タクシー支援事業 新
規

２,０３２万３千円

おもてごう保育園を表郷幼稚園の隣接地に移
転新築し、表郷幼稚園と併せて「表郷こども
園」を整備
するため、
令和７年度
に引き続き
建築工事を
行う。

表郷こども園整備事業 継
続

４億２９２万７千円

スポーツ環境の整備・充実を図るため、県南
で初めてとなる、
サッカー競技を中
心とした多目的な
人工芝のグランド
を整備する。

グリーンフィールド整備事業 継
続

４億３,６４１万４千円

本市への定住を促進するとともに、主要施設
が集積する白河駅及び新白河駅周辺の人口密
度を高めるため、中心市街地及び街なか居住
区域に住宅を
取得した子育
て世帯の方に
対し、当該住
宅購入費用を
支援する。

街なか居住推進事業 新
規

２,２９６万円

人の日常生活圏に危険鳥獣が出没した際に、
関係機関が連携して迅速かつ適正に対応し、
人身被害の発
生を未然に防
止するととも
に、市民の安
全・安心を確
保するための
取組を行う。

危険鳥獣等対策事業 新
規

２４９万３千円

市民会館跡地に、「生きがいづくり」・「子育て支
援」・「健康増進」の機能を柱とした複合施設を
整備し、未来の白河をつくるための拠点となる
よう、開館に向
けた準備とと
もに、引き続
き施設本体工
事を進める。

複合施設整備事業 継
続

３１億９,０９２万円

小学校は、これまでの物価高騰対策の臨時交
付金に加え、国による学校給食の負担軽減のた
めの支援等を活用することで、給食費を実質無
償とする。中学
校は、引き続き
高騰分補助を継
続し、保護者の
経済的負担の軽
減を図る。

給食費負担軽減事業 拡
充

２億３,８６０万６千円

建築工事の様子 複合施設イメージ

復元中の清水門人工芝化のイメージ

緊急狩猟のイメージ

街なか住宅取得者給食の様子
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　本予算案は、市民の願いや期待に応えたものと評
価できない。具体的には、学校給食費無償化を求め
る世論を背景に、国が令和８年度から実施する「抜
本的な負担軽減(いわゆる給食無償化)」方針による
給食費負担軽減事業である。これにより、市におい
ては小学校給食費の保護者負担をなくしたことは大
変評価すべきものであるが、中学校については国の
方針次第で、いつになるか分からない。
　学校給食費無償化は、地方自治体の独自施策とし
て全国に拡がってきた。私は、市においても小・中学
校給食費無償化実施を提案してきたが、「財源の継
続的な確保」を理由に実現に至らず。市は国の動向
を注視するスタンスをとってきた。
　小・中学校無償化に必要な財源は、これまで年間
約２億５千万円との答弁があった。今回の国の方針
により必要な財源は減少することになる。市財政は、
常に80億円超の積立金（余裕財源）がある。「財源
の継続的な確保」というなら、市の判断で実現でき
うるのではないか。

　新年度の一般会計当初予算案は、今後、人口減
少・高齢化社会において、無理に現状を維持せず、
地域機能や行政サービスを戦略的に縮小、効率化す
ることで、持続可能な生活圏の未来を再構築する視
点を取り入れつつ、直面する行政課題に的確に対応
する予算である。
　歳入では、企業の設備投資による固定資産税の伸
びなどにより、市税収入を過去最高に見込んでおり、
積極的、効果的に国県補助金や基金を活用するなど、
必要な財源確保に努められたものと考える。
　また、歳出では、物価高や賃上げに伴い、全般的
な経常経費の増加に対応しながらも、互いの個性を
尊重しながら地域や人との絆を深め、「私らしく心地
よく暮らせるまち」をテーマとして、６つの重点分野
に必要な予算をバランス良く盛り込んでいる。これ
らの施策が、市民一人ひとりがふるさとに誇りを持
ち、「住んでよかった」「住み続けたい」と実感できる
豊かな未来を築かれるものと期待して、議案第20号　
令和８年度白河市一般会計予算に賛成する。

佐川　琴次 議員 深谷　弘 議員

総　括　質　疑
🆀 　令和８年度一般会計のキャリアサポート事業について、この事業は令和８年度新規事業であるが、
どのような事業なのか。委託料1,162万円が計上されているが、その積算根拠、委託業者の選定につ
いて伺う。

🄰 　３年間の事業計画で、仕事と家事・育児との両立をめざす女性が調和をとりながら働けるよう、不
安解消や仲間づくり、就労支援に関する取り組みを行うほか、令和９年７月オープンの複合施設に設
置する「キャリアサポートステーションしらかわ」開館に向けた準備、開館後の運営業務を行うもの
である。

　　　委託料については、令和３年度から今年度まで実施してきた女性に寄り添うライフ・ワークサポー
ト事業で実施してきたセミナー、企業訪問ツアー、インターンシップなどの実績を参考に積算した。
受託業者は、企画提案型のプロポーザル方式により、提案された実施回数・時間数、実施時期などを
踏まえ協議検討し、選定していきたい。

深谷　弘 議員

Point
総括質疑

とは

質疑とは、議会に提出された議案について疑問や不明確な点があるときに説明を求めるもの。
提案された議案に関係することしか質問できません。３月定例会では、一般質問（12～15Ｐ）と分けて
行っています。

賛成か反対か

討 論 の 対 象 議 案

常任委員会の採決

議案に対し賛成か反対か、自ら意見を表明し、その理由等を述べることが討論です。

〇議案第20号　令和８年度白河市一般会計予算
各常任委員会に付託され審議した結果、議案第20号を原案のとおり可決するこ
とについて→全会一致もしくは賛成多数で可決

賛 成 反 対本会議の討論

クローズ
アップ

討 論
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請願第１号 陳情第２号

請願・陳情・議会案

請願第１号は採決の結果、賛成多数で採択、そののち意見書案としても賛成多数で採択され、意見書
として関係機関に提出しました。

請願者　日本労働組合総連合会福島県連合会
　　　　　　　　　白河地区連合　議長　藤田 隆司
〈要　旨〉
〇�2025春闘では過去最高水準の賃上げが実現した

ものの、物価高によって実質賃金は低下している。
〇�福島県の人口流出抑制策となる最低賃金の引き上

げと早期発効は重要な政策と考える。
１．�政府目標である全国平均1,500円の達成に向け、

福島県最低賃金の継続的かつ着実な引き上げを
行うこと。

２．�中小・零細企業においても、最低賃金の引き上
げが着実に行われるよう、価格転嫁を可能とす
る環境整備並びに支援策の周知徹底をはかるこ
と。

〈議会運営委員会での審査経過〉
　採択すべきとの意見のほか、賃上げは反対しない
が、赤字経営の事業者もあり一律の賃上げは困難と
して不採択との意見がありました。採決の結果、賛
成多数で採択すべきものと決しました。

陳情者　福島県を明るくする会
　　　　　　　　　　　白河支部　代表　瀧波 宏行
〈要　旨〉
〇�新宿区では、管理職132人のアンケート結果にお

いて、85.2％が区議から政党機関紙の購読勧誘を
受けた経験があり、そのうち64.3％が「心理的な
圧力を感じた」と回答している。

１．�庁舎内おいて、職員が地方議員から政党機関紙
の勧誘を受け、心理的な圧力を感じたり、断り
きれずに購読しているという実態がないかにつ
いて調査・確認するよう行政に求めること。 

２．�心理的圧力と確認された場合には当該職員の意
思が尊重されるよう適切な対応を行うこと。

〈総務常任委員会での審査経過〉
　議員から職員への、見えない圧力はあると考えら
れる。職員を守る観点から、採択すべきとの意見が
ありました。採決の結果、全会一致で原案のとおり
採択すべきものと決しました。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求
める意見書提出の請願について

東京都新宿区において顕在化した事例を受
けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関す
る早期の実態把握と再発防止を求める陳情

議会案第１号

〈要　旨〉�議長の月額報酬463,000円を481,000円に、副議長の同報酬406,000円を422,000円に、議員の
同報酬385,000円を400,000円に改める。

〈議会運営委員会の提案理由〉
　平成23年度以来14年ぶりに「特別職報酬等審議会」が開催され、日本経済の低迷に加え、東日本大震災等
の極めて厳しい社会情勢により20年余り据え置きであった議員報酬について、ここ数年の緩やかな景気の回
復基調等を鑑みて、報酬等審議会から「議員報酬について４％程度の引き上げ」が答申で示されたため、所用
の改正を行うもの。

白河市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例

Point
意見書

とは

Point
陳　情

とは

Point
請　願

とは

議会としての意見や要望
を意見書として国会、関
係行政庁に提出できるこ
と。

議会などに対して、市民が実情や
意見を伝え、具体的な施策や善処
を求めること。請願と異なり、議
員の紹介が必要なく、個人や団体
がどなたでも提出できる。

地方議会に対する請願の提
出には紹介議員が必要。提
出された請願は、議会とし
ての採択、不採択の決定を
する。

提出された請願・陳情は付託された委員会で審査した後本会議で審査します。

クロー
ズ

アップ

請願・
陳情

採択か不採択か

採択 採択

可決
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人事案件

議案第40号　人権擁護委員の候補者の推薦について
會田　智子　東上野出島・再任
任期：3年　令和 8 年 7 月 1 日～令和 11 年 6 月 30 日

本会議の採決
議　案　名

　※〇は賛成　●は反対　退は退席
　※議長（石名国光）は採決に加わらない

永
山
　
　
均

遠
藤
　
公
彦

植
村
　
美
洋

大
木
　
絵
理

吉
見
優
一
郎

鈴
木
　
裕
哉

高
畠
　
　
裕

佐
川
　
琴
次

戸
倉
　
宏
一

根
本
　
建
一

室
井
　
伸
一

緑
川
　
摂
生

柴
原
　
隆
夫

菅
原
　
修
一

北
野
　
唯
道

水
野
谷
正
則

佐
川
　
京
子

大
花
　
　
務

高
橋
　
光
雄

大
竹
　
功
一

筒
井
　
孝
充

深
谷
　
　
弘

議
決
結
果

議案第20号
令和8年度白河市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 可　決

（賛成多数）
請願第１号
福島県最低賃金の引上げと早期発効を求める意
見書提出の請願について

● ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ 採　択
（賛成多数）

陳情第２号
東京都新宿区において顕在化した事例を受け
て、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関する早期
の実態把握と再発防止を求める陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 採　択
（全会一致）

意見書案第１号
福島県最低賃金の引上げと早期発効を求める意
見書

● ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● ○ 可　決
（賛成多数）

（賛否がわかれたもの等を記載）

◎議案第3～19号、21～61号、決議案第1号、議会案第1号については、いずれも全会一致で承認、可決または同意しました。

議案名と委員の任期 委員の氏名（敬称略）
議案第41～47号 星　　倉夫（小田川・再任） 鈴石　博美（豊池・再任）
小田川財産区管理会委員の選任について 鈴木　　稔（小田川・新任） 矢吹　一郎（小田川・再任）
任期：４年 鈴木　喜幸（萱根・再任） 酒井省治郎（小田川・再任）
令和８年４月１日～令和12年３月31日 藤田　光孝（泉田・再任）
議案第48～54号 高久　　亨（大信隈戸・新任） 添田　幸一（大信下小屋・再任）
大屋財産区管理会委員の選任について 菅森　利栄（大信隈戸・再任） 岡部　良広（大信下小屋・新任）
任期：４年 岡部　修一（大信隈戸・再任） 佐藤　金英（大信下小屋・再任）
令和８年４月１日～令和12年３月31日 鈴木　長一（大信隈戸・再任）
議案第55～61号 森　　正樹（大信隈戸・新任） 金沢　鶴一（大信町屋・再任）
樋ケ沢財産区管理会委員の選任について 班目　正男（大信隈戸・再任） 鈴木　昌美（大信上新城・新任）
任期：４年 渡部　健次（大信下小屋・新任） 戸倉　𣳾男（大信中新城・再任）
令和８年４月１日～令和12年３月31日 國井　直己（大信増見・新任）

●人権擁護委員の候補者の推薦について、原案のとおり同意しました。

●各財産区管理会委員の選任について、原案のとおり
　同意しました。

◆白河市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

Point
人権擁護委員

とは

Point
財産区管理会委員

とは

人権擁護委員とは、地域の皆さんか
ら人権相談を受け、問題解決のお手
伝いをしたり、法務局の職員と協力
して人権侵害から被害者を救済した
りして、地域の皆さんに人権につい
て関心を持ってもらえるよう啓発活
動をしています。

「財産区」が所有する財産（山
林、土地、基金など）を適切に
管理・処分するために設置され
る管理会の委員。

地方自治法の規定により議会の選挙において、８名の方が当選されました。
任　　　期 氏　　　名（敬省略）

委員
任期：４年　令和8年3月24日～令和12年3月23日

藤井勝美（新白河・再任）　　　近藤洋一（表郷番沢・再任）
箭内徳二（影鬼越・再任）　　　酒井良子（東釜子・再任）

補充員
任期：４年　令和8年3月24日～令和12年3月23日

亀森文子（大信中新城・新任）　早津和一（七番町・再任）
緑川一男（表郷下羽原・再任）　吉田義明（東釜子・再任）



2026　（Ｒ8）5.1　Vol.83 ８

複合施設整備事業施設建設建築工事費用は、可能な限り国の複合施設整備事業施設建設建築工事費用は、可能な限り国の
補助金や基金を活用し、財源確保に努める補助金や基金を活用し、財源確保に努める
議案第３号　専決処分の承認を求めることについてのほか、議案13件が付託され、いずれも
原案のとおり承認、可決及び同意されました。

工期については、限られた敷地内で複数の工事作業が重なる
ため、全体の工程を調整した結果、各設備工事の工期に合わ
せて31日間延長する。一方、契約金額については、施設利用
者の利活用と空間価値の向上を検討した結果、増額分として、
内装フローリング等の仕様変更で約1,900万円。減額分として、
造作家具を取りやめ既製家具への変更のほか、諸室の仕様見
直しなどにより約１億7,784万円。また、急激な物価・賃金の上昇によるインフレスライドに
より約２億1,820万円の増加。これらにより計約5,936万円の増額となった。今後も、予期せぬ
工事費の増嵩に対しては、可能な限り国の補助金や基金を活用し、財源確保に努めながら、対
応していきたい。

Q
●● 議案第13号　�複合施設整備事業施設建設建築工事請負契約の一部変更について

工期と契約金額の関連について

Ａ

総務 常任委員会総務 常任委員会

各委員会に付託された議案の審査経過と結果について、主なものを報告します。

Ａ 生産者の取引量が減っていることから、新年度は事務
所や店舗の使用料を1/2減免するためである。

卸売市場使用料の減額の理由について

●● 議案第27号　令和８年度白河市地方卸売市場特別会計予算

Q

白河市公設地方卸売市場は、生産者の取引量が減っている白河市公設地方卸売市場は、生産者の取引量が減っている
ことから、新年度は事務所や店舗の使用料を1/2減免ことから、新年度は事務所や店舗の使用料を1/2減免
議案第５号　白河市旗宿地域振興基金条例のほか、議案７件が付託され、いずれも原案のとお
り可決されました。

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

白河市公設地方卸売市場

卸売市場使用料

これまで放課後に巡回補導を行っていたが、近年は、巡回
中に子供を見かけない状況が続いていた。そのため補導の
在り方を見直し、イベントに特化した補導に切り替えたた
め、補導の総回数が減ったことによる減額補正である。

Q
●● 議案第33号　令和７年度白河市一般会計予算（第８号）

少年センター運営費の少年補導員報酬が減額補正になった
理由について

Ａ

複合施設内部イメージ

巡回補導の様子
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Ａ

内容は、イーモというアプリを登録して、白河駅にある電気
自動車を利用する事業であり、平日は基本、公用車として利
用し、土日祝日は、一般開放して観光客等が利用している。
また、令和７年度の２月末までの利用実績としては、利用回
数406件、走行距離約16,000㎞である。

内容は、営農の記録や耕作地の把握、事業継承など負担が大
きいものを支援するもので、アプリの使用料の1/2、上限２万
円まで補助する事業である。また、対象は、認定農業者、認
定新規就農者、集落営農、農業法人等の農業の担い手である。

カーシェアリングサービス利用料の内容と実績について

営農助っ人アプリ活用事業補助金の内容と対象について

●● 議議案第20号　令和8年度白河市一般会計予算

Ａ
Q

Q

営農アプリ使用料を補助

カーシェアリング

農業DX推進事業

環境保全促進事業

こども誰でも通園制度を実施する事業者の確認基準を定めるこども誰でも通園制度を実施する事業者の確認基準を定める
条例を制定条例を制定
議案第７号　白河市特定乳幼児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例のほか、議案
９件が付託され、いずれも原案のとおり可決または同意されました。

タブレットについては全てのタブレットが更新対象となるが、
電子黒板については、更新ではなく、未設置箇所への計画的な
設置にかかる費用である。

対象世帯にアプリ利用に関する案内を送付し、アプリのダウン
ロードをお願いする。当該アプリは子育て世帯１世帯につき５
人まで登録可能で、それぞれが医療相談をすることができ、ア
プリに登録している医師からアドバイスを受けることができる。

一時預かり保育を月４日以内の範囲で利用可能である旨を案内している。

Q

Q

Q

●● 議案第７号　白河市特定乳幼児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例

●● 議案第20号　令和８年度一般会計予算

「ＩＣＴ教育環境整備事業」で、タブレットの更新に加え、
全ての電子黒板も更新するのか。

「アプリによる子育て世帯の医療相談事業」について、事業
の周知方法と詳細について

誰でも通園制度の利用時間の上限である月10時間を超えた場合の対応は

Ａ

Ａ

Ａ

教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

タブレット

アプリ利用の様子
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Ａ

Ａ

Ａ

要望があれば設置する方向で検討する。

進捗率は62%で、令和８年６月11日の完成を見込んでいる。

人工衛星から市内全域にマイクロ波を放射し、地中3メート
ルまでの漏水を調査する。
宮城、岩手、山形、福島の15事業体で共同発注する予定で
あり、費用も抑制される。

委託業務の性質上、県が運行等の協議を行う株式会社ヘリサービス及
び専門技術を持つ西白河地方森林組合の２者と、それぞれ随意契約を
している。

工事に伴う消火栓設置の10箇所については地域の要望と思うが、設置の判断基準はあるのか

現在の進捗状況と工事完成の時期は

人工衛星を活用したAI漏水調査について

松くい虫の空中防除の委託先はどこか

●● 議案第17号　�大谷地長坂線道路改良舗装工事請負契約の一部変更に
ついて

●● 議案第28号　令和８年度白河市水道事業会計予算

●● 議案第33号　令和７年度白河市一般会計補正予算(第８号)

Ａ
Q

Q

Q

Q

大谷地長坂線の道路工事の様子

松くい虫の空中防除

　３月16日閉会日に、「白河市議会議員定数等検討特別委員会設置に関する決議」が、佐川京子議員
及び植村美洋議員により提出され、採決の結果、全会一致で可決されました。

【提出された決議案】
　白河市議会議員定数等検討特別委員会設置に関する決議
　１．本市議会に委員８人から成る特別委員会を設置するものとする。
　２．本特別委員会は、本市議会の議員定数及び報酬等についての調査研究を行う。
　３．�本特別委員会は、第２項に掲げる調査研究が終了するまで、閉会中もなお継続して調査することが

できるものとする。
【特別委員会】
　委員長　筒井　孝充　　副委員長　戸倉　宏一
　委　員　植村　美洋　　大木　絵理　　  水野谷正則　　  佐川　京子　　  大花　　務　　  深谷　　弘

白河市議会議員定数等検討特別委員会を設置白河市議会議員定数等検討特別委員会を設置

大谷地長坂線道路改良舗装工事は計画どおりの進捗大谷地長坂線道路改良舗装工事は計画どおりの進捗
議案第８号　白河市農村公園条例の一部を改正する条例のほか議案10件が付託され、いずれも
原案のとおり可決及び同意されました。

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会



　寄居町議会広報広聴特別委員会は、「読まれない議会だよりは出す意味なし」という編集方針のもと、
多くの町民登場を心がけ、まずは興味を持って手に取ってもらえる広報誌をめざしています。全国町村議
会議長会主催広報コンクールで日本一を３連覇してい
る議会報であり、入賞以来全国から約300の議会が視
察に訪れているとのことでした。委員自らがテーマを
決めて町民に取材を行い、町民の声を忖度なく掲載し
ており、また、町民の目線に立って議員活動を分かり
やすく伝えています。町民を第一に考える、町民を主
役とした議会広報誌の作り方は、非常に学びが多く、
大変参考になりました。本紙の議会広報誌が、さらに
市民の皆様に読みやすい、議会広報誌となるよう委員
一同努めて参ります。

【議会だよりの編集・発行について】
埼玉県大里郡寄居町

議会報編集委員会議会報編集委員会 ～ 行政視察リポート～
　所管事務調査の一環として１月２９日に、埼玉
県大里郡寄居町にて行政視察を実施しました。

〈参加者〉委員長：高畠　　裕　　副委員長：戸倉　宏一
　　　　　委　員：佐川　琴次　　委　　員：遠藤　公彦　
　　　　　委　員：永山　　均
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　１月23日、白河厚生総合病院救急治療科部長の安田貢先生を講師に招いて、福島県南地域の救急医療
の現状と未来について講演していただきました。
　先生は筑波大学脳神経外科、臨床医学系講師、東日本大震災を経験し、災害対策や支援活動を通じて、
故郷福島への思いが強くなり、福島に戻られました。先生が具体的に実施された主な事例は次の通りで
す。
①�１市・４町・４村の救命救急医療の充実を図るため、令和７年１月、白河厚生総合病院に県南初の救急
科を新設。常勤専任医３人を配置し、対応可能な患者に対処する体制へ。
②�地方医療過疎地域における病院前救護体制の強化のため、ドクターカーをドクターヘリとともに運用
し、陸と空での救急充実へ。
③�2024年からの社会実験を経て白河消防管内でドクターカーを標準的な病院前救護体制に組み入れ。
④�白河厚生総合病院への救急車からの連絡体制を2024
年11月末から変更。
⑤出前講座を積極的に実施して、救命救急医療の現状を
地域住民と共有。
　今回の講演で、救命救急医療の大切さを実感しまし
た。一人でも多くの市民の方が、先生の出前講座を聴い
て、救命救急医療の現状を共有することが大切だと感じ
ました。

～福島県南地域の救急医療の現状と未来について～
令和 7 年度　白河市議会議員研修会令和 7 年度　白河市議会議員研修会



Ｑ　
２
月
８
日
の
衆
議
院
選
挙

に
お
い
て
自
民
党
が
歴
史
的
大

勝
を
し
、
盤
石
な
高
市
政
権
が 

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
過
去
最

強
の
政
権
に
期
待
し
望
む
こ
と

と
懸
念
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市 

長
の
見
解
、
認
識
を
伺
う
。

Ａ　
高
市
総
理
が
掲
げ
る
「
強

い
日
本
」
の
実
現
に
は
、
基
盤

と
な
る
地
方
を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
。
国
会
は
、
議
論
の
場
で
あ
る
。
民

主
主
義
の
原
則
で
あ
る
議
論
に
よ
る
合
意
形
成

の
も
と
に
、
政
策
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ｑ　
複
合
施
設
の
使
用
料

金
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
公
民
館
使
用
料
よ
り
か

な
り
高
額
に
な
り
各
種
文

化
団
体
か
ら
、
今
後
継
続

的
な
活
動
が
で
き
な
く
な

る
と
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
。
何
と
か
継
続
で
き
る
よ
う
、
激
変
緩
和
策

も
し
く
は
、
18
歳
以
下
同
様
に
シ
ニ
ア
世
代
に

も
減
免
措
置
を
し
て
欲
し
い
。

Ａ　
使
用
料
の
減
免
適
用
は
、「
受
益
と
負
担
の

公
平
性
」
を
保
ち
な
が
ら
、
市
内
の
学
校
や
障

が
い
者
団
体
が
利
用
す
る
場
合
な
ど
、
政 

策

的
で
特
例
的
な
、
真
に
や
む
を
得
な
い
も
の
に

限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
使
用
料
は
、
将 

来

世
代
に
渡
っ
て
安
定
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な
る
の
で
、
丁
寧
に

説
明
し
理
解
を
求
め
る
。

佐川　京子 議員

複合施設の使用料と減免措置についてさらなる検討を
使用料は、安定的にサービスを提供する貴重な財源

複合施設イメージ

Ｑ　
Ｄ
Ｘ
は
事
業
の
効
率
化
な

ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に

産
業
振
興
を
行
う
の
か
、
考
え

を
伺
う
。

Ａ　
産

業
支
援

セ
ン
タ

ー
内
に

Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
相
談
や
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
を

通
し
て
、
市
内
業
者

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
を
支
援
し
て
い

く
。

Ｑ　
行
政
改
革
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
て
い
く
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は

各
種
業
務
手
順
の
見
直
し
、
公
共
施
設
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
24
時
間
対
応
の
Ａ
Ｉ
相
談
窓
口
の

整
備
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
が
、
学
校
現
場
で
は
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
に
、
人

を
傷
つ
け
な
い
、
情
報
を
正
し
く
判
断
し
危
険

を
避
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
家
庭
で
の

話
し
合
い
を
通
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
正
し

い
使
い
方
の
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
。

植村　美洋 議員

ＤＸで産業振興と行政改革
ＤＸ支援とＳＮＳの正しい使用

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
３月定例会では11名の議員が一般質問を行いました。３月定例会では11名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

３月定例会において多くの方が傍聴にお越しくだ
さいました。ありがとうございました。

3月6日に実施した商工課主催の発表会
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Ｑ　
ご
み
削
減
の
現
在
の
対
策

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

や
生
ご
み
の
水
切
り
袋
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
た
め
の
雑
紙
保
管
袋

な
ど
を
配
布
し
、
ご
み
の
減
量

を
促
し
て
き
た
が
、
新
年
度
か

ら
、
よ
り
一
層
の
減
量
化
を
図

る
た
め
、
ご
み
組
成
分
析
調
査
の
実
施
、
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
、
試
験

的
に
生
ご
み
を
回
収
す
る
ボ
ッ
ク
ス
を
集
会
所

等
に
設
置
し
堆
肥
化
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

環
境
学
習
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代

や
転
入
者
を
対
象
と
し
た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ

る
ご
み
の
分
別
及
び
減
量
に
関
す
る
情
報
を
発

信
し
、
ご
み
減
量
の
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い

く
。

Ｑ　
令
和
8
年
度
の
小
学
生
の
給
食
費
に
対
す

る
保
護
者
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
国
に
よ
る
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
（
５
、

２
０
０
円
）
を
除
く
保
護
者
負
担
は
、
物
価
高

騰
対
応
交
付
金
を
活
用
し
、
市
が
補
助
す
る
こ

と
で
負
担
が
無
く

な
り
、
実
質
無
償

化
に
な
る
。 室井　伸一 議員

市民一人一日当たりのごみ排出量は
生活系ごみ675ｇ事業系ごみ304ｇ計979ｇ

Ｑ　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
医
療
体
制

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
我
が
国
は
国
民
皆
保
険
制

度
の
下
で
、
世
界
の
最
高
レ
ベ

ル
の
平
均
寿
命
と
保
健
医
療
水

準
を
実
現
し
て
い
る
。
一
方
、

病
院
で
は
医
師
不
足
、
医
療
機

器
等
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
。
全
国
の
約
7
割
の
病
院
が
赤
字
経
営

で
あ
る
。
特
に
産
科
、
小
児
科
、
救
急
科
等
の

医
師
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。
市
で
は
奨
学
資
金

貸
与
や
入
学
一
時
金
貸
付
、
看
護
師
等
の
資
格

取
得
を
目
指
す
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
給
付

制
度
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
、
定
着
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
医
療
は
社
会

的
共
通
資
本
」
の
一
つ
で

あ
り
、
近
隣
自
治
体
と
連

携
を
密
に
し
、
将
来
に
わ

た
り
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
「
持
続
可
能
な

地
域
医
療
体
制
」
を
確
立

す
る
。

Ｑ　
林
野
火
災
は
近
年
、
全
国
的
に
多
発
し
大

規
模
化
し
て
い
る
。
本
市
の
林
野
火
災
の
現
状

と
消
防
団
の
装
備
状
況
を
伺
う
。

Ａ　
林
野
火
災
は
焚
火
や
野
焼
き
等
の
不
注
意

で
発
生
し
て
い
る
。
一
定
の
降
水
量
を
下
回
っ

た
状
況
で
、
乾
燥
、
強
風
が
続
く
時
は
「
林
野

火
災
警
報
」
を
発
令
し
、
火
の
使
用
を
制
限
す

る
。
消
防
団
の
装
備
は
機
動
力
の
高
い
装
備
品

を
計
画
的
に
更
新
す
る
。

本市の地域医療構想について伺う
将来にわたり持続可能な地域医療体制をつくる

本市に車中泊避難所の設置が必要では？
今後、調査・研究を進めていく

Ｑ　
災
害
発
生
時
に
、
や
む
を

得
な
い
事
情
で
車
中
泊
避
難
を

選
択
す
る
市
民
の
た
め
に
、
車

中
泊
避
難
所
を
設
置
し
、
車
中

泊
避
難
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、「
白
河
市
防
災

マ
ッ
プ
」
に
車
中
泊
避
難
所
を

新
た
に
記
載
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　
車
中
泊
避
難

は
、
身
体
的
リ
ス

ク
や
、
生
活
支
援

の
孤
立
を
招
く
リ

ス
ク
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
先
進
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
本
市
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
認
知
症
の

方
々
を
消
費
者
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
及
び
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
見
守

り
活
動
を
行
う
、
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議

会
（
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
は
、
被
害

の
未
然
防
止
な
ど
に
有
効
な
組
織
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
消
費
者
庁
や
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
意

見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
構
成
８
町
村
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

戸倉　宏一 議員

遠藤　公彦 議員
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Ｑ　
全
国
的
に
若
い
世
代
の
自

殺
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

市
と
し
て
若
い
世
代
を
含
め
た

全
世
代
の
自
殺
対
策
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

Ａ　

市
内
小
中
学
生
を
対
象

に
、
命
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
困
難
に
直
面
し
た

時
の
対
応
方
法
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出

し
方
な
ど
を
学
ぶ
、
助
産
師
や
臨
床
心
理
士
に

よ
る
「
命
の
教
育
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年

度
は
新
た
に
市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象

に
、
気
づ
き
、
声
か
け
、
話
を
聴
く
な
ど
の
支

援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と
の
大
切
さ
の
理
解

を
深
め
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
会
」

を
実
施
し
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
存
在

の
教
職
員
が
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ

き
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う
意
識
を
高

め
た
。
さ
ら
に
生
き
る
希
望
や
勇
気
を
与
え
て

く
れ
た
「
私
の
推
し
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
通
し

て
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
前
向
き
に
考
え
る

き
っ
か
け
を
発
信
し
て
い
る
。
一
方
、
乳
幼
児

健
康
診
査
で
は
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
理
相
談

を
行
い
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う

心
の
相
談
カ
ー
ド
を
作

成
し
担
当
者
に
配
付
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
関

係
部
署
と
情
報
を
共
有

し
、
庁
内
連
携
会
議
を

設
置
し
、
自
殺
対
策
を

推
進
し
て
い
る
。

空き家対策、土地活用、住宅取得の3事業を一体的に支援する

Ｑ　
街
な
か
の
空
き
家
、
空
き

地
が
年
々
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
の
重
点
事
業

と
し
て
空
き
家
対
策
、
土
地
活

用
、
住
宅
取
得
の
包
括
的
支
援

策
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。

3
事
業
の
包
括
的
な
支
援
策
に

よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
具
体
的
な

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
空
き
家
の
解
体
、

街
な
か
居
住
区
域
で

の
民
間
事
業
者
が
行

う
2
区
画
以
上
の
宅

地
造
成
、
お
よ
び
同

区
域
内
で
の
子
育
て

世
帯
に
よ
る
新
築
ま

た
は
中
古
住
宅
の
取

得
を
一
体
的
に
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家
を
解
体
し
て
、
活

用
し
に
く
い
土
地
を
宅
地
と
し
て
再
生
し
、
次

世
代
の
居
住
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
活
力
の
向

上
に
努
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

Ｑ　
企
業
誘
致
は
、
雇
用
創
出
や
税
収
の
拡
大

を
通
じ
て
、
本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。
人
手
不
足
の
な
か
、
今
後
の
企
業
誘
致

を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
の
方
針
を
伺
う
。

Ａ　
半
導
体
関
連
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
連
な
ど
成
長
分
野
を
中
心
に
企
業
誘
致
を

進
め
る
と
共
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
企
業
と
い
う
視
点
も
大
切
に
し
た
い
。

高橋　光雄 議員

Ｑ　
最
近
、
近
隣
の
独
居
高
齢

者
が
自
宅
内
の
風
呂
場
で
孤
独

死
し
て
い
た
。
高
齢
者
に
も
し

も
の
こ
と
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
高
齢
者
の
見
守
り
事
業
と

し
て
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与

し
、
急
病
や
事
故
等
の
緊
急
時

に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
つ
な

が
る
事
業
を
紹
介
し

て
い
る
。
ま
た
、
人

感
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
、
室
内
等
で
人
の

動
き
が
な
く
急
病
や

事
故
等
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い

る
緊
急
連
絡
先
や
警
察
・
消
防
等
に
通
報
が
い

き
、
安
否
確
認
を
行
え
る
。
今
後
は
、
市
民
に

対
し
て
制
度
の
周
知
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
見
守

り
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

Ｑ　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　
歩
数
や
体
重
な
ど
の
デ
ー
タ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

康
状
態
の
変
化
を
実
感
し
な
が
ら
楽
し
み
つ
つ

継
続
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
日
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
測
定
や

健
康
検
診
の
受
診
参
加
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
ク

オ
カ
ー
ド
な
ど
の
賞
品
と
交
換
し
て
い
る
。

大竹　功一 議員

子育て世代が魅力を感じる街なか再生をどうするのか

高齢者にもしものことが発生した場合の対応は?
緊急通報装置を貸与し、コールセンタ一へつなぐ

佐川　琴次 議員

若い世代の自殺者が増加傾向にあるが、市の取組は
悩みを抱え込まず、相談できる環境づくりに努める
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Ｑ　
野
球
場
の
電
光
掲
示
板
化

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
健
全
度
調
査
に
基
づ
く
改

修
の
優
先
順
位
や
財
源
確
保
の

見
通
し
も
踏
ま
え
、
対
応
を
検

討
す
る
。

Ｑ　
し
ら
さ
か
の
森
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル

の
増
設
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
率
や
団
体
の

意
見
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
。

Ｑ　
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
白
河
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
）
の
建
設
場
所

は
、
多
く
の
市
民

が
最
も
利
用
し
や

す
い
総
合
運
動
公

園
周
辺
に
建
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
、

な
ぜ
表
郷
運
動
公
園
に
建
設
を
決
め
た
の
か
伺

う
。

Ａ　
各
運
動
公
園
な
ど
、
6
か
所
を
候
補
地
と

し
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
サ
ッ
カ
ー
場
と
し

て
利
用
率
が
最
も
多
く
、
隣
接
す
る
施
設
を
有

効
に
活
用
で
き
、
県
南
地
域
の
中
心
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
決
め
た
。

Ｑ　
若
者
か
ら
要
望
の
多
い
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
っ
て
お
り
、
調
査
を
踏
ま
え
て
先
進
事

例
を
参
考
に
必
要
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

菅原　修一 議員

市民が利用しやすいスポーツ施設の整備
利用者ニーズを踏まえ検討する

Ｑ　
本
市
は
、
人
口
戦
略
会
議

が
公
表
す
る
将
来
的
に
消
滅
す

る
可
能
性
が
高
い
消
滅
可
能
性

自
治
体(

ふ
る
さ
と
の
消
滅) 

に

入
っ
て
い
る
。
本
市
の
子
ど
も

の
数
は
急
速
に
減
少
し
て
お

り
、
例
え
ば
、
か
つ
て
中
央
中

学
校
は
県
一
の
マ
ン
モ
ス
校
で

１
８
０
０
名
も
の
生
徒
が
い
た

が
、
現
在
は
わ
ず
か
約
４
３
０
名
ま
で
減
少
し

て
い
る
。
地
域
で
は
か
つ
て
賑
わ
い
の
象
徴
で

あ
っ
た
学
校
が
一
つ
、
ま
た
一
つ
消
え
て
い
る
。

合
併
後
の
２
０
０
６
年
２
月
の
消
滅
可
能
性
自

治
体
の
要
件
で
あ
る
子
ど
も
を
産
む
年
齢
層
の

20
代
か
ら
30
代
の
若
年
女
性
の
人
口
は
７
６
８

４
人
、
２
０
２
６
年
2
月
で
は
４
５
９
７
人
で
、

３
０
８
７
人
も
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
子
ど
も

の
減
少
が
進
め
ば
人
口
戦

略
会
議
の
予
測
ど
お
り
白

河
市
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。

こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

Ａ　
深
く
受
け
止
め
て
お

り
、
若
者
や
女
性
に
選
ば

れ
る
魅
力
あ
る
「
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

引
き
続
き
、
雇
用
の
創
出
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
移

住
・ 

定
住
の
促
進
な
ど

に
力
を
い
れ
て
い
く
。

白河市が「消滅可能性自治体」!
深く受け止め、若者や女性に選ばれる魅力ある「まち」づくりを

令和８年度の小・中学校給食費はどうなるか
小学校は実質無償化、中学校は前年据え置き

Ｑ　
市
に
お
け
る
令
和
８
年
度

の
学
校
給
食
費
は
、
食
材
費
高

騰
対
策
と
し
て
市
補
助
金
（
財

源
は
国
の
交
付
金
＋
一
般
財

源
）
を
充
当
し
、
小
学
校
で
は

国
か
ら
の
新
た
な
負
担
軽
減
措

置
が
行
わ
れ
、
保
護
者
負
担
は

な
く
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
国

か
ら
の
新
た
な
負
担
軽
減
措
置

の
財
源
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
市
に
入
る
の

か
。

Ａ　
国
の
交
付
金
２
分

の
１
と
県
の
負
担
分
２

分
の
１
を
合
わ
せ
た
額

が
県
よ
り
市
に
交
付
さ

れ
、
こ
の
交
付
金
（
国

基
準
額
：
１
食
あ
た
り

月
額
５
２
０
０
円
相

当
）
を
「
給
食
費
負
担

軽
減
補
助
金
」
と
し
て
給
食
費
に
補
助
す
る
予

定
で
あ
る
。
な
お
県
負
担
分
に
は
、
国
か
ら
の

財
政
措
置
が
あ
る
。

Ｑ　
中
学
校
給
食
費
は
、
物
価
上
昇
分
を
市
が

全
額
補
助
し
、
令
和
７
年
度
と
同
額
に
据
え
置

き
と
な
る
方
針
で
あ
る
。
こ
の
際
、
さ
ら
に
中

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
を
な
く
す
た
め
に

必
要
な
財
源
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
（
※
ち
な
み

に
、
令
和
６
年
度
決
算
の
中
学
校
保
護
者
徴
収

額
は
、
約
９
５
４
６
万
円
で
あ
る
。
）

Ａ　
令
和
８
年
度
予
算
で
算
定
す
る
と
、
年
間

１
億
２
４
４
０
万
円
と
な
る
。

柴原　隆夫 議員

深谷　弘 議員

郡山市「仙台大学サッカーフィー
ルド郡山」を視察
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６ 月定例会の予定月定例会の予定 正式には開会日に決定します。

編
集
後
記

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
表

紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
、

気
づ
か
れ
た
方
も
多
い
の
で
な
い
で

し
ょ
う
か
？
寄
居
町
議
会
へ
の
視
察

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
よ
り
「
開
き
た
い
」
と

思
え
る
よ
う
な
表
紙
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
あ
ら
た
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
年
度
が
変
わ
り
、
皆
さ
ん
の
な
か

に
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
本

市
議
会
も
新
た
な
挑
戦
を
重
ね
な
が

ら
、
よ
り
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

�

　
委
員
　
大
木
絵
理

本会議はインターネッ
ト中継及び録画配信を
行っています。

こちらの
ＱＲコー
ドを読み
込んでく
ださい。

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場

高畠裕委員長高畠裕委員長

佐川琴次佐川琴次 遠藤公彦遠藤公彦

戸倉宏一副委員長戸倉宏一副委員長

永山　均永山　均 大木絵理大木絵理

議会報編集委員会

取材レポート 安珍・清姫供養祭安珍・清姫供養祭安珍・清姫供養祭
東北中1年生、地域伝統芸能を継承

議
会

だ
よ

り
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.shirakaw
a.fukushim

a.jp/
発

行
：

白
河

市
議

会
　

　
   編

集
：

議
会

報
編

集
委

員
会

〒
961–8602 福

島
県

白
河

市
八

幡
小

路
7–1 ☎

0248–22–1111

６月11日（木）本会議【開会、会期決定、提案理由説明】
６月17日（水）本会議【一般質問・質疑１日目、委員会付託（請願・陳情）】
６月18日（木）本会議【一般質問・質疑２日目】
６月19日（金）本会議【一般質問・質疑３日目、委員会付託（議案）】
６月22日（月）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
６月24日（水）本会議【各常任委員長報告、質疑、討論、表決、閉会】

　3月27日、本市根田地区に数百
年伝わる歌念仏「安珍踊り」が萱根
の安珍堂で営まれました。今から約
一千年前、一人の若い修行僧安珍が
故郷白河の地を離れ熊野へ向うとこ
ろから始まる「安珍と清姫道成寺物
語」は、歌舞伎界で人気演目の「娘
道成寺」の題材となっており、映画
「国宝」でも披露されています。　　

　根田安珍歌念仏保存会(十文字初枝会長)から指導を受
けた東北中1年生34人が県重要無形民俗文化財「安珍
歌念仏踊り」を披露し、続いて会員7名の皆様も踊りを
奉納しました。地元、自治体、会員、生徒、学校が一
体となって地域伝統芸能を継承保存してゆく姿こそが
市の宝、市宝です。
　　　　　　　　　　　（取材担当：戸倉宏一）

ぜひ、議会傍聴にお越しください。


